中標津町住生活基本計画

第２回策定委員会

日時：平成２９年１１月２７日（月）１０：００～

場所：中標津町役場３０２会議室
１．開会
２．委員長挨拶
３．議事
　（１）中標津町住生活基本計画　住宅施策の推進方針
　（２）中標津町公営住宅等長寿命化計画　長寿命化に関する基本方針
　（３）その他
４．閉会
以下、意見及び質疑応答
（１）中標津町住生活基本計画　住宅施策の推進方針
委員
　お試し暮らしを担当していまして、資料の修正をお願いします。９２ページにお試し暮らし住宅の一覧が掲載されていますが、上から3つの若竹Ａ、Ｂ、Ｃが町有の施設でありますが、この３つの施設につきましては老朽化が激しくて、修繕を繰り返してきたがもう使用できないと判断をしましたので、今年度いっぱいでリストから落とすという結論が出ていますので、この資料から削除をお願いします。
事務局
　削除することとします。
委員

補足説明でありますが、７３ページで「あんしん賃貸住宅」は廃止という説明がありましたが、そういう方向で検討していますが、趣旨としましては７７ページにあります「新たな住宅セーフティネット制度」に組み込み引き継ぐということで検討しています。施策的には廃止することになりますが、趣旨としては引き継ぐという形になります。
事務局

そのように記載させてもらいたいと思います。
委員
現在、８０ページの耐震改修促進計画は策定の最中でしょうか？
事務局

総務部総務課の方で策定中でございます。住生活基本計画と同時策定中ですので、まだ内容はまとまっていない状態です。出来上がった段階で、文書会議等で皆様から意見を伺いたいと思っています。
委員

民間住宅だけを対象にするのでしょうか？
事務局

民間住宅も公的住宅も対象となっています。
委員
ここからは私の意見でありますが、公的住宅の中で、先ほど若竹の教員住宅等の話もありましたが、各地域で閉校になる中で、東小の上の教員住宅も結構な年数になり、実際に居住されている人はほとんどいないと思います。そういうところも対象になるのかと思いますが、人口が減少しているので、外から人を呼び込みたいっていうのは勿論わかります。建築・土木は人手不足であるが、資格がないと働けないということもあります。自分も農業を営んでいるが、農業者も人手不足であります。実際に自分も俵橋小学校の教員住宅を一軒借りているが、耐震性がないのでこの計画に引っかかるのもわかってて借りています。実際、農業は労働者が落ち着かないです。そんな中で、自分でまちなかに住んでもらうとか、農業者が不動産屋と契約して１軒借りるとか、敷金礼金を払っても空き家になる可能性があります。まともな人が来てまともなやめ方をしてくれればいいですが、結構そうでないことが多く、リスクが高いです。中標津の人が中標津で働くならいいですが、地方、道外からかなり来ています。そういう人たちから見ると、そういった住宅というのは金額的にも安いですし、農家が負担することになってもそこまで負担にならないですし。全て耐震計画だけでいかれるとどうなのかというとこがあります。
もし教員住宅が建て壊しになったときに、所有権はどこにいくんでしょうか？町有地で更地になったままになるのでしょうか？そこで新たに何かを建てるのでしょうか？これからどうするのかが見えてこないなと思います。公的住宅で何か問題があったら困るのはわかりますので、壊すなとは言いませんが、そういった住宅も複合的に考えたときに人口増加につながる可能性があることを考慮してほしいなと思います。
事務局
教員住宅について例としてあげられていましたが、基本的に耐震性能を持たないものは問題があると考えています。耐震性能が確保できなければ壊すこともあるでしょうが、利活用という部分では検証しながら進めていく必要があると思います。空き家に関しましても、防災、防犯、景観的な部分などいろいろな問題が出てきます。そうしたことも総合的に判断して耐震改修促進計画で整理させていただければと思います。
委員
９１ページのお試し暮らし住宅で、町の住生活基本計画に載せるのであれば、今やっているような施策はどうかと思います。現状はホテル替わりに利用する人が多く、移住する気のない人たちに対するウエイトが高く、毎年来るような人にそれなりのサービスをすることは趣旨が違うじゃないかと思います。経済部の方で、貸し出しの条件を本当に移住する気のある人に絞るなど、もう少しやり方はあるのではないかと思います。毎年来る人にはご遠慮願うなど移住促進に向けた制度にしてほしいと考えます。
委員
施策の方向性の１であるように、移住・長期滞在のサポートということで、確かに、完全移住の実績が低いのは事実であります。毎年、避暑目的で来る人がいることも承知しています。観光協会、町の担当が毎年、アンケート、ヒアリングはしていますが、今の意見は課題として捉えています。どういう対応をするかは観光協会とも協議して進めていきたいと思います。
委員
施策として、移住・定住と載せるのであれば、しっかりするべきだと思います。単に町のＰＲや交流人口を増やすといった目的であればいいと思うが、こういった計画に載せるのであれば、もう少し考えたほうがいいと思います。
委員
今、老人クラブが衰退してきています。その反面、各地区にサロンができてきています。その空間をつくってほしいと思います。団塊の世代が70歳前後で今後、今の住宅を維持するのが困難になり、公住に集まって来ると思います。人生経験豊富な方が入居してくる中で、地域の中での高齢者が集える居場所づくりが必要ではないかと思います。サロンについては今日の北海道新聞にも載っていました。そうした部分も加味した上で町営住宅を整備してくれればとは思います。そうすることによって、移住、定住、人口増加等にも繋がってくるのではないかと思います。
事務局
そういう分野については福祉の計画で整理しないと、住生活基本計画に反映できないというのがこの計画の趣旨となっておりまして、今の要望については担当部署に報告して考えていきたいと思います。
委員
９１ページのお試し暮らしで、若竹が使えなくなると受け入れ戸数が減ると思います。評判がいいという話なので、他に代わる建物はないのでしょうか？
委員
若竹については老朽化が激しく、ここ数年、入居者からの意見もかなりあります。この3棟については年々利用者も減ってきている状況です。代替は色々と話はしていますが、まだ決まっていません。今後、いろいろな機関に照会をかけながら計画していきたいと考えています。
（２）中標津町公営住宅等長寿命化計画　長寿命化に関する基本方針
委員
６５ページの将来人口で、中標津町人口ビジョンを使ったとのことだが、平成27年度策定で２年が経過しています。今現在の人口とあっているのでしょうか。そこが間違っていると住宅が余る可能性が出てくると思います。人口ビジョンは目標的な意味も込めて、社人研の推計値から上乗せしているはずです。
事務局
人口フレームは基本となるべきものです。平成27年度に人口ビジョンで将来の人口推計を出しています。基本的には人口ビジョンと整合して人口設定をしています。
事務局
６５ページの表４－５を見てください。人口ビジョンは平成22年度国勢調査のデータを基に推計しています。平成27年度をみると推計値と実績値が既に220人乖離しています。人口ビジョンの施策効果が出るのはもう少し先だと思うが、平成27年度の時点で220人多めに見込んでいたことになります。そこを考慮すると、将来の公的借家世帯はもう10世帯程度減らしてもいいかもしれません。今後、東中団地の建替えでは戸数を大きく減らす予定でいます。整備に５～６年かかるので、おそらく次回５年後の計画見直し時は、事業をやっている最中だと思います。今は120戸程度の再生戸数を見込んでいるが、そのときに再度、需要を見直し、東中団地にそれだけの戸数が必要か検証する機会があると思います。
委員
そうできると良いと思います。計画をつくっても状況が変わる可能性はあると思います。
事務局
公営住宅等長寿命化計画は、前回平成24年度に策定しています。10年計画であるが５年経過の中間年に見直しをしているところであります。この先５年後には見直しも考えているところであります。
委員
公営住宅のあり方がよくわからないです。泉団地は木造平屋とのことだが、コストを考えると、また、タイトルも長寿命化となっているのに、木造を否定するわけではないが、公営住宅を木造とする趣旨がわからないです。ある程度まとめて建てた方がコストも安くすむのではないか思います。もちろん高齢者は平屋の方がいいと思いますが、民間住宅では２階に住んでいる高齢者も、もちろんいます。
事務局
泉団地は今年、基本・実施設計を行っていて、木造の平屋で計画をもっています。なぜ木造かについては、町の施策として地域材の活用を大きなテーマとしていることがあります。また、まちなか居住ゾーンを設定してまちなかに住宅を誘導していることもあり、泉団地、東中団地はまちなか居住ゾーンから外れており、現地は減らしまちなかへという考えがあります。今後、高齢者が増えていく中で、公営住宅の募集をかけるとやはり高齢者の応募が多いです。高齢者には平屋かまたは３階以上にしてエレベーターをつけるといったことも検討しなければいけないということで、検討しております。泉団地については平屋にして、高齢者も暮らしやすい環境をつくるといったことや、地域材を活用するといったこともあり、平屋建てを検討しました。東中団地につきましては、まちなか居住ゾーンから外れており現地を使うよりも、その後の宮下団地を中層化して戸数を稼ぎたいと考えています。やはり、高齢者はまちなかの方が住みやすいと思います。
委員
趣旨はわかりますが、先ほど意見のあったサロン的な物を考えたときに、平屋長屋で周りからサロンに集めるよりも、サービス付き高齢者向け住宅のような大きなものをつくってその中にサロンをつくった方が高齢者は集まりやすいのではないかと思います。泉団地については木造で決まりのようですが、その後についてはこうした町民の意見を聞く場を設けてもいいのではないかと思います。
委員
サロンの件につきましては、先ほど事務局からもお答えがありましたが、福祉課の個別の計画の方でサロン等のあり方については煮詰めていく必要があると思いますので、今後の建替えとサロンのあり方についてはご意見を参考にして話あっていくことになると思います。
木造で建替えが増えて行くという発言がありましたが、木造が増えていくのですか？木造の平屋建てが増えていくのですか？
事務局
先日、道の研究機関である北総研に協議にいきましたが、木造２階建てについては北総研で木造二重床の研究をしているようですが、防音性能の面で公住の基準をクリアできなかったようですので、今後木造で建てるのであれば平屋ということになります。今後研究が進んで行くと、将来的には木造の２階建ての公住が可能になる可能性もありますが、結果としては、現時点で公住を木造で建てるとなると、平屋ということになります。
委員
木造にこだわる必要はあるのでしょうか？鉄骨で造って内装を木造でもいいのではないでしょうか？鉄骨で造ると、メンテナンスも楽ではないですか？
事務局
そういうことも可能だと思いますが、町の施策で大きく出ているのは、カラマツ材の伐期がきていることもあり、公共施設で有効に使おうというものであります。泉団地の建替えで内装材も木材を使っている部分もあるが、マツヤニがネックになったり、カラマツは歪みとか材質的に難しい部分もあると聞いておりますので、使用についても制限されると思います。
委員
今の委員のご質問についてですが、先ほどの住生活基本計画の９０ページにも地域材の活用ということで謳われている部分で、これは今後とも検討されることだと思います。
委員
泉団地の平屋はいいと思います。確かに高齢者も多いですが、母子家庭、家族で入っている方も意外と多いと聞いています。そういう方は上の階に行くと、下の人とのトラブルを避けるために子どもの足音が気になったりしますし、平屋だとそういう気遣いが少なくなると思います。また、大きい建物は死角が多く、子育て世帯には平屋のようなオープンな方がいいと思います。泉団地は学校も近いですし、子育て世帯にはいいと思います。また、宮下団地は場所的にいいと思います。高齢者はそちらの方がいいので、できるだけ早く手掛けてほしいなと思います。
事務局
建替えをやっていく上で東中団地を優先して進めます、その後宮下団地という話をしましたが、検討しなければならない部分だと思います。東中団地を進める途中で宮下団地に入っていくですとか、東中団地の目処がついたら宮下団地に行き、また東中団地に戻るですとか、状況をみながら進める方法もあると思います。
委員
今の話も分かりますが、公営住宅は家賃が安いですよね。他方、便利で快適なというのもわかりますが、民間では多少トラブルがあっても２階建てで住んでいるわけですよね。そこで公営住宅が平屋というのはどうなのかなと思います。公営住宅の位置づけはどういうところにあるのかなと思います。もちろん、平屋の方がいいと思います。ただ、低い家賃で良い住宅である公営住宅をドンドン建てると、民間住宅から公住に移ってしまうと思います。それなりに作れというわけではないですが、私の考えとしては経済ベースの中で、１万円くらいの家賃収入しか得られない中で、それだけの投資をしていいのかというのがあります。
委員
快適で家賃が安いなら、家を建てなくなってしまうと思います。
事務局
その通りだと思いますが、公的機関で運営するという部分が大きいと思います。
その辺は私たちも公営住宅を運営している中でも、思ってはいることではあるのですが、直結して日常生活に影響してくるという部分でなかなか難しい部分もあります。
事務局
今は制度的な過渡期にあると思います。国が新たなセーフティネット制度を出してきた背景には、長期的には公住重視の施策から民間賃貸住宅施策へのシフトという意味もあると思います。セーフティネット制度が軌道に乗って登録件数が増えれば、公営住宅を減らすことも可能になってくると思います。セーフティネット制度についてはこれからの部分がある一方で、公営住宅については老朽ストックが３割以上あり、両にらみで対応しなければならないのが今の状況だと思います。
委員
平成50年などの表記がありますが、確実にかわることはわかっている中で平成を使っていくのでしょうか？西暦を使うなどの対応をしてみてはどうでしょうか？
事務局
西暦で表現していければと思います。
